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勤務医対策としての診断書作成支援ソフト導入のご検討について

　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　日頃は本会の活動にご理解ご協力を頂き、誠にありがとうございます。

　さて、当会では勤務医の過重労働対策について、かねてより関係各方

面に働きかける活動を続けて参りましたが、この度、社団法人生命保険

協会（以下、生命保険協会）より、生命保険各社にて発生した支払問題

の再発防止策としてr診断書の機械印字化」に向けた取り組みを展開し

たいとの申し出がありました。

　具体的には、生命保険協会が診断書作成支援ソフト（システムベンダ

ー）の公募を実施し、厳格な審査のうえr認定」を付与するとともに、

その普及促進に向けての支援を行うという内容であります。

　これを受け、当会としては、生命保険協会が実施する中立性、公共性

ある取組みであることを前提に、生命保険協会の認定するソフト（以下、

認定ソフト）の導入効果を中心にヒアリングを重ね、今般、認定ソフト

の活用により、勤務医の診断書作成業務の負担を大幅に軽減する効果が

高いことを確認致しました（添付資料参照）。

　病院におきましても、認定ソフトの活用により、診断書の作成状況を

適切に管理することができ、院内業務の効率化や患者サービスの向上に

繋がるものと考えております。

　また、当会としては、当該ソフトの導入にあたり、病院側の負担が極

力少なくなるよう、生命保険協会に対し補助金措置を講じるよう要請し

て参りました結果、生命保険協会から、迅速な普及のために期間限定の

支援策として補助金を支給するとの回答を得ております。

　このように、認定ソフトにつきましては、病院、勤務医師、そして患

者の全てにメリットをもたらすものと認められることから、貴会におか



　れましても、地域毎の生命保険協会の進める認定ソフトの普及活動に

ついてご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げるとともに、貴会管

下郡市区医師会へのご周知、ご協力方、よろしくお願い申し上げます。

以　上

（添付資料）
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※生命保険協会調べ
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